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カンボジアでは 1979 年に内戦がほぼ終了し、1998 年によ

うやく平穏な時代を迎えましたが、国を発展させていく

には全てゼロからのスタートでした。特に内戦の時にお

寺や学校校舎などは破壊され、文化や教育の基盤もほと

んどなくなりました。現在カンボジアはどんどん発展

し、内戦時代に失ったものを取り戻しつつありますが、

内戦時代から残っている学校も大部分が非常に老朽化し

壊れてしまっています。カンボジア国内では学校があっ

て生徒も大勢いるのに、校舎が不足している学校が多い

です。しかし、なかには学校が全くない村もあります。

世界の先進国では学校があるのは当たり前のことです

が、カンボジアではその当たり前のことがいまだに確立

されていません。 

先日、学校が全くない村の郡長さんや村長さん、村の

人々から学校校舎建設依頼書を頂きました。この村は古

くからある村ですが現在まで学校が１校も出来ていませ

ん。この周辺には 3 つの村があり、沢山の子どもたちや

村の人々が生活しています。この村はプレイヴェン州ボ

ンレッチ郡プラサット村という村です。プノンペンから

車で約 3 時間半程かかります。プノンペンから出発し途

中一度フェリーでメコン川を渡ります。さらに車で 1 時

間程移動するとプラサット村に着きますが、人々が暮ら

す場所までまたボートで渡らなくてはなりません。写真

のように小さいボートに乗って行きます。乾季でしたの

で水量は少なかったですが、雨季になると水が増して非

常に急になり小さいボートで渡るのはとても危険です。 
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村の人達と話し合いました。ある一人のおばあさんは今

72 歳なのに自分の住んでいる村の中で学校を見たことが

ありません。自分も学校に行けなかったので子どもや孫

たちは是非学校に行かせたいと言っていました。しか

し、自分の村には学校がありませんのでメコン川の反対

の村の学校に行かせなければなりません。学校に行く時

にはボートが必要になります。貧しい家庭はボートが買

えないので同じ村の人のボートに乗せて貰って渡ります

が、なかなか乗り切れないことも多く学校に行けなくな

ります。そして、学校から帰る時にボートがなかった

ら、泳いで渡ります。今まで学校に行くのに川を渡って

亡くなった子どもはいないとのことで、本当に良かった

です。 

村に到着すると、沢山の村の人々が歓迎してくれまし

た。村のおばあさん、おじいさん、皆は学校をとても必

要としていて皆で協力して校舎を建てる土地を購入して

準備しています。しかし、校舎を建設する費用まではな

かなか難しく、まだ建設は出来ていません。郡長や村長

たちは学校校舎の依頼書を政府に申請しましたが、結果

の連絡はいっこうににありません。そこで、皆は NGO や

支援組織にお願いしていましたが、これまでどこの支援

団体もこの村には入っていません。誰も視察にも来てい

ませんでしたので、今回我々ＫＨＪのスタッフが訪問す

る事をとても喜んで歓迎してくれました。私達も当初こ

の村の事を全く知りませんでしたが、郡長や村長が依頼

書を送ってくれました。 



学校がない村についての報告書 

2011 年 7 月 20 日作成                       撮影写真：5 月 10 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このメコン川は雨季になると水が非常に増します。そし

て、おばあさん達は毎日夕方になると孫を待っていま

す。なぜかというと川を渡るのはとても危険で本当に心

配だからです。毎日一番辛いことは、子どもや孫たちが

学校に行く時に川を渡ることです。村の人々は、もしも

ここに学校が出来たら本当に大変助かると言っていまし

た。この村には教師をしている人もいますが、毎日ボー

トで川を渡って他の村の学校に教えに行っています。川

を渡ることは危険ですので学校に行かせてもらえない子

どもも沢山います。そして、大きくなってから学校に通

い始めて、11 歳でようやく小学 1 年生を迎えるような状

況です。子ども達は他の村に遊びに行ったとき、他の村

の子ども達が普通に学校に歩いて通っているのを見る

と、とても羨ましい気持ちになりますと言っていまし

た。 

しかし、毎日危険なボートで川を渡らなければならない

にも関わらず、子ども達は皆素晴らしい笑顔で学校に通

っています。でも、この子ども達は学校が休みになると

どこにも行けません。ちょうど雨季で、村の人達がそれ

ぞれぞれのボートをしばらく使わなくなるので、ボート

を樹脂で直します。漁もストップします。その為、子ど

も達はしばらくの間、学校の友達に会えなくなるそうで

す。 
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私たちの視察の日、沢山の村の人々が集まって

くれました。 

子どもたちからお年寄りまで、皆自分の村で学

校が出来ることを心から祈り、大変楽しみにお

待ちしております。 

子ども達も村の中に学校ができたら本当に毎日

助かります。もっと楽しく一生懸命に勉強する

ことが出来ると思います。 

 

    よろしくお願いします。 



カンボジア王国 

国民   宗教   国王 
 

学校依頼書 

私たちはプレイウェン州ボンレッチプラセット郡プレセットガァト村の村人や学生たち、その両親などです。 
 

江見 佐智恵様へ 
 

      －プラセットガァト村の村長 

   －ボンレッチプラセット中学校の校長 

   －ボンレッチプラセット郡の郡長 

   －シァンブンレーン大臣               より 

 目的：  ６教室の学校校舎、教室の備品などのご支援をお願い致します。 

    現在、私たちのプラセットガァト村には 236 世帯、1184 人が暮らしており、その中には、     

    389 名の学生（内女子生徒 215 名）がいます。東方の川沿いに位置しておりますので、雨季  

    の際、村は洪水になりますが、村の人々は農業や漁業、職人などの仕事をして生活してい 

       ます。教育については、村の就学率は低く、両親の仕事の手伝いや結婚などの為に、 

       すぐ退学してしまう学生が多いです 

    なぜなら、村には学校が無く、学生達はボートで川を渡って、学校に通わなければなりま 

    せんので、小さい子どもには非常に危険が伴う為学校に入学するのが遅くなってしまいます。 

       他にも就学率が低いことには、下記のような理由がございます。 

  － 10 月に新学期が始まると、ちょうど洪水が多い時期であり、川の水が強く流れているので、  

    学生達にとってボートで学校に通うのは非常に大変な状況となります。両親が子どもたちを   

    学校に連れて行くのも大変です。それに、ボートが無い学生はボートがある学生にお願いし  

    て、一緒に学校に通っているので、時々一緒に学校に間に合わなくなってしまうこともあり   

    ます。もしボートがある学生が先に学校へ行ってしまったり学校に行かない場合や先に家に 

    帰ってしまったらボートがない学生は学校に行けなくなることや、家に帰れなくなってしま 

    う場合もあります。その上、１世帯にボートが 1 台しか無い家庭は、子どもがボートを 

    使って学校に通うと、両親は毎日の生活の為の漁に行けなくなってしまいます。 

  － 乾季で川の水がほとんどなくなってしまうと、川の土がまだ固まっておらず、泥でいっぱ  

    いになるので、ボートや徒歩などで学校に通うことも難しいです。 

  － ５月～６月に、両親は次の雨季にまたボートを使えるよう、ボートを修理したり、新し  

    く色を塗り直したりしなければなりません。その間子どもたちは時間通りに学校に行けなく 

    なったり、全く学校に行けない場合もあります。  
 

上記のような理由の為、プラセットガァト村にいる我々の子ども達の就学率は低く、その結果就職率

も悪く、公務員や貿易業者、実業家などになる人がまだまだ少ないです。 

 江見 佐智恵様に１校舎、備品などを支援して頂けると大変有難いです。宜しくお願い致します。 
 

       
 

  IVUSA カンボジア支部代表 

 プノンペン 2011 年 08 月 20 日 

フン・シァンホン 
 

    プラセットガァト村 2011 年 08 月 05 日 

  プラセット村の人々の代表の拇印 

ゴゥン・トゥン チェア・サワット チェア・プアン  

     ソック・ヘイン クン・ソン

カンボジアの大臣 シァン・ボンレァン         プラセットガァト村 2011 年 08 月 20 日 

                               プラセットガァト村の村長        

ボンレッチプラセット郡 2011 年 08 月 21 日               コゥン・ロック       

ボンレッチプラセット郡の郡長             プラセットガァト村 2011 年 08 月 21 日 

   グン・ソックカ－ン 

                          ボンレッチプラセット中学校の校長 

                              チョン・モニロット        
  
  
  

 
 
 


